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 朝鮮語 「ア リラン」alilan(*1)は,そ れがこの半島民族の数奇な運命と歴史 と
を生きてきた哀歓を象徴するかのような歌詞 と旋律で,そ の最 も代表的民謡で
あることは内外に周知であるが,こ れまでいつれの辞書にも項 目す ら見えず,
『朝鮮語大辞典』(大 阪外大,韓 日合同 1985)で さえ,民 謡の名称としての
みで,起 源は もちろん,意 味にも触れていない。
 注(1)朝 鮮語の表音記号には1とrと の区別がないので便宜 このように表記
  した。その理 由について何方かの説明が聞かれれば有難い。 日本語の場合
  も両音の区別はな く,そ の理由については筆者の一応の立場はあるが,朝
  鮮語の系統全体について発言す るのはもちろん越権 と思われる。
 1.ア リラ ンは南島祖語(動)aliγ 〈流れ る〉;(名)aliran〈 流れ;分 水嶺〉
である。0.デ ンプヴォル フ(1938);0.カ ロウ(1962)参 照。 日本語 では ど
うであろ うか。「流れ る」nagareruは 十分に祖語"alir"へ の再構成 が可能 で
ある と考 えられ,ま た書紀をは じめ阿利,有 田川,有 間川,有 栖川,在 原,な
ど 〈流れ;川 〉 の意味 の可能性 の高いものが多 い。
 H.古 代三韓地域の南島系語彙


















アリランの南島祖語は O. デンプヴォルフの『南島語棄の比較音韻論~ m 
(1938)によると， 'alirく〈動〉流れる>0In. M1. a1irがあり， O.カロウ他























いて， 11. *ffia圃〈接頭) (実際には fidー として現れる〉最も普遍的な
動詞的接頭辞。基語を能動〈他動〉の動詞化するとともに，また本来動詞
的な意味をもっ基語を，文において正に動詞として特徴づける。これがつ
くとき，基語の語頭に前鼻音化の起きるのが通例である。…J 12. 吋 αー，
*omr (接頭〉 実際には Od・， Odr-として現れるのが常である。く…を蒙
れる;…を帯たる;…の状態にある〉こと〈自動〉を示し …J 13. 




















語型 [maJN-; [mdJNー になる。……
[ Jはじっさいの使用において脱落することを示します。(崎山 理
1971年による)J・
「マライ語では *dak8pがdakapとしてあらわれ， m8Nーにより m8NI
dakp I抱く」がつくられます。
ついでながら，ウダク，イダク，はそれぞれ*[mdJNldak-，[mJiNldakー
からの発達形です。 *[mJiNーは*[mJdNー の異形です。つまり， ウダク，
イダクはルートに古代ジャワ語型の接頭辞がついた形から生まれたとみら
れます。そして口語系のダクは， *[mdJNldakー からの発達です。……沖
縄〈首里方言〉方言の dacuNr抱く」は…… *[m8JNldakー の発達形で






















析の型にしたがい， かつ nを顕わすと， [md J NI) + alir今NI)+ alirとなり，







































































































(0.デンプヴォルフ， II. s.134)。 インドネシア語 selouくまぶしさ> (0. 
カロウ共著， s.379)。また，例の，有明海のいわゆる シラヌヒく不知火〉は
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